
夫を亡くした白人女性とモロッコから来た若い外国人労働者。
ふたりはごく自然に惹かれ合って結婚するも、
世間はそれを許さなかった-。
あまりに美Lく残酷な愛の物語､ついに日本劇場初公開。

37年の短い生涯で、強烈な個性に貫かれた40本以上もの作品を手がけ、

ヴェンダース、ヘルツォークらと並んでくニュー･ジャーマン･シネマ>の代表
格と称されたライナー・ヴェルナー・ファスピンダー監督。この度、ファスピン

ダー美学の極致とも言えるふたつの監督作、「不安は魂を食いつくす」『マリ

ア･ブラウンの結婚｣、そしてファスピンダーが原作･脚本･出演を務め、スイ
スの名匠ダニエル･シュミットが監督した「天使の影｣の三作が劇場公開。生

きるが故の矛盾や絶望､愛するが故の悲しみ､思わず目を背けたくなるほど
の人々の剥き出しの姿をスキャンダラスに、時に露悪的なまでに描き切った

ファスピンダー。しかしそこに宿る灰かな光まで捉えた彼の眼差しは､美しい
劇薬となって画一的な"幸福"を求める我々の心に深い傷痕を刻むだろう。

ある雨の夜､未亡人の掃除婦エミは近所の酒場で年下の移民労働者の男、アリに

出会う。愛し合い、あっという間に結婚を決める彼らだったが、エミの子供たちや

仕事仲間からは冷ややかな視線を向けられる。年齢や文化､肌の色､何もかもが

異なる二人の愛の行方は。ダグラス･サーク監督作｢天はすべて許し給う」(55)の

物語を下敷きに、愛に起因する苦悩や残酷さを鮮やかに描き出した不朽の傑作。

ベテラン女優、ブリギッテ・ミラとファスビンダーの愛人であったエル･へデイ・ベン・

サレム(本作の公開直前に事件を起こし服役､後に獄中で死亡｡ファスビンダーの遺作｢ケレル」

は彼に捧げられている)による名演が圧倒的で、アキ･カウリスマキ監督らに影響を与

えたとされる。第27回カンヌ国際映画祭国際批評家連盟賞。

ファスビンダーはナチスから戦後に至るドイツ社会の傷を自らに刻むように

多くの映画･戯曲を発表した｡その生々しい時代の記録は21世紀の今になっ

ても挑発力を失わない｡むしろ我々の時代がようやくファスビンダー追いつ

いたのかもしれない。

ﾗｲﾅｰ．ｳｴﾙﾅｰ･ﾌｱｽビﾝダｰ傑作選不安は魂を食いつくす
脚本:ライナー･ヴェルナー･ファスビンダー｜撮影:ユルケン.ユルゲス
出演:プリギッテ・ミラ、エル.へデイ．ベン．サレム、バーパラ．ヴァレンティン、イルム･ヘルマン
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ラ イナ ー ・ ヴェ ル ナ ー ・ フ ァス ビ ン ダー 傑 作 選

『不安は魂を食いつくす』／『マリア･ブラウンの結婚』／『天使の影』の3本で開催

渋谷哲也(日本大学文理学部教授/ドｲﾂ映画研究）
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